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はじめに
VZ-X Wireless/HDMI/USB 800万画素書画カメラにはWi-Fi、HDMI、USBの3種の接続モードがあります。コンピューター、iOS/Androidデ
バイス、テレビ、プロジェクタ、モニタ等にリアルタイムの映像を送信することができます。
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各部の名称と働き

カメラ
800万画素カメラ：ヘッドが回転し、簡単にお好みの方向にカメラ
を固定できます。

USBモード：最高解像度3264 x 2448（IPEVO Visualizerソフトウェ
ア使用時）
HDMIモード：最高解像度1920 x 1080
Wi-Fiモード：最高解像度1920 x 1080（IPEVO Visualizerソフト
ウェア使用時）

多関節スタンド
カメラの高さ、角度、方向を変更することが自由で簡単です。

ベースとバッテリー
ベースはVZ-Xを安定させます。バッテリーはベースに内蔵
されています。 3 
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各部の名称と働き

ライト 

o  ̃

on ます。

内蔵LEDライトをオン/オフにします。

フィルター
ライブイメージにビデオフィル
ターをかけます。

回転
ライブイメージを回転させます。

電源スイッチ
VZ-Xの電源をオン/オフにし

拡大
ライブイメージを拡大します。

縮小
ライブイメージを縮小します。

マイク
ビデオ会議やレッスンビデオ録画などのための内蔵マ
イクです。

注意：マイクはUSBモード時のみ動作します。

LED インジケーター
3色 ‒ 緑色、琥珀色、白色 

緑色：電源がオンの時に光ります。
琥珀色：Wi-Fiモード時に光ります。
白色：イメージを出力している時に光ります。

露出＋
被写体が暗い場合は、露出を＋側に補正してください。

露出ー
被写体が明るすぎる場合は、露出をー側に補正してください。

フォーカス
ピントを合わせます。またはフォーカスモードを変更します。

一度押すとピントを合わせます。
ビープ音がするまで長押しするとAF-S（オートフォーカ
スーシングルモード：ピントを合わせた後、ピントを固定
するモード）になります。デフォルトはAF-C（オート
フォーカスー継続モード：自動で常にピントを合わせ続け
るモード）に設定されています。
もう一度押すとAF-Cに戻ります。
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各部の名称と働き

モードスイッチ
Wi-FiモードとUSB/HDMIモードを切り替えます。

周波数スイッチ
周波数を50Hzまたは60Hzに切り替えます。

USB-C ポート
同梱の USB-C ケーブルで以下と当ポートを接続します。

VZ-Xをコンピューターに接続します。（USBモード）
アダプター等に接続してVZ-Xに電源を供給します。
（HDMIモード）
アダプター等に接続してVZ-Xを充電します。

HDMI ポート
HDMIケーブル（別売）を接続します。
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各部の名称と働き

バッテリーステータスインジケーター
残りバッテリーのレベル、もしくは充電のステータスを表
示します。
フル充電されている状態では5つのLEDが緑に光ります。

バッテリーチェックボタン

6

このボタンを押すとバッテリーレベルを表示します。

アクションボタン 
IPEVO Visualizer使用時に機能モードの主要機能を実行
します。

注意：アクションボタンはWi-Fiモード、USBモードのどちら
でも動作します。
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VZ-Xの充電
セッション中に電池が切れることがないように、VZ-Xが充電されていることを確認してください。下記は充電方法です。

1
USB-CをVZ-XのUSB-Cポートに接続します。次にケーブルのもう片方の端を5V/2A 
USB ACアダプター (別売)に接続し、コンセントに差し込みます。

注意：
(1)コンピューターのUSBポートからVZ-Xへの充電は可能ですが、電源アダプターを介するよりも時間が
かかります。
(2)VZ-Xはバッテリー残量に関係なく電源コンセントに差し込んで使用することができます。

5V/2A USB ACアダプター
(別売)

2
充電中はバッテリーステータスインジケーターが緑色に点滅します。充電が完了すると全て9 時間
のインジケーターは緑色に光ります。

注意：
(1) 完全に電池が空の状態で電源を入れずに充電した場合、充電の完了までに約 9 時間かかります。電源
が 入っている状態で充電する場合、完全に充電されるまでかなりの時間が必要です。
(2) フル充電状態でVZ-Xは約9時間使用できます。
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VZ-XはiOS/Androidデバイス（iPad / iPhone / Androidタブレット / Androidスマートフォン）やMac、Windows PCにワイヤレスで接続する
ことができます。使用前にはバッテリーチェックボタンを押してバッテリー残量を確認しましょう。VZ-Xをワイヤレスでお使いのデバイ
スに接続する方法は以下をご覧ください。

iOSまたはAndroidデバイス： もしくは
をApp StoreかGoogle Playからインストールします。

MacまたはWindows：

からダウンロードしてインストールします。

緑色と琥珀色のLEDインジケーターが点灯しているこ
とを確認します。
琥珀色のLEDが点灯していない場合、背面のモードス
イッチをWi-Fiモードにしてください。

電源スイッチを入れます。

カメラとデバイスのワイヤレス接続
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WHITEBOARD 

WHITEBOARD」「IPEVO 

ダウンロード

Visualizer

「IPEVO Visualizer」

「IPEVO Visualizer」 https://www.ipevo.jp/software/download/detail/visualizerを  
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MAC: 12-34-56-78-9A-BC 

ssm: vzx_xxxxxx 

如
｀

カメラとデバイスのワイヤレス接続

Visualizer WHITEBOARD

起動

4
デバイスのWi-Fi設定を開き、VZ-XのSSIDに接続します。SSIDはベース部分の底の
ラベルに記載されています。

5 
IPEVO VisualizerもしくはIPEVO WHITEBOARDを起動し、カメラデバイスにVZ-Xを選択します。ラ
イブイメージが画面に現れれば、使用の準備は完了です。 

IPEVO VisualizerとIPEVO WHITEBOARDについての詳細は、 https://www.ipevo.jp/software/down-
load/detail/Visualizer もしくは https://www.ipevo.jp/software/download/detail/Whiteboard をご
覧ください。

注意；
(1) VZ-Xは2.4Ghz帯のWi-Fiネットワークのみサポートしています。5GHz帯はサポートしていません。
(2) VZ-Xのワイヤレス接続の有効範囲は10ｍですが、実際の有効範囲は障害物や他の無線信号に影響を受けます。
最良のストリーミング効果を得るために、できる限り障害物を取り除くようにしてください。
(3) 実際の画像転送速度は、ネットワーク環境に大きく依存しています。複数のWi-Fi機器や無線機器を同時に利用
する場合、干渉が発生し転送速度が低下する可能性があります。 

6
WZ-XをWi-Fiモードで使用中にWi-Fiネットワークへの接続を維持する必要がある場合は、ブラウザのウィンドウを
開いてアドレスバーに10.10.10.1と入力し、「Enter」を押してください。これでVZ-Xの詳細設定にアクセスでき、
そこで「Connect to AP」することができます。 詳細については、VZ-Xのウェブサイトhttps://www.ipevo.jp/vzx-
.htmlのサポートセクションにアクセスし「VZ-XをWi-Fiモードで使用中にネットワーク接続を維持する（ガイ
ド）」をご参照ください。
* VZ-Xのファームウェアのバージョンは、2023以降である必要があります。
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HDMIディスプレイと接続
VZ-XをHDMIで直接テレビ、プロジェクター、モニターに接続するには、以下の手順に従ってください。 

1
HDMIケーブル（別売）をVZ-XのHDMIポートへ接続し、もう片方のプラグをテレビ、プロジェクター、モニターのHDMIポートに接続しま
す。 

2
同梱のUSB-CケーブルをVZ-XのUSB-Cポートに接続し、もう片方をテレビやプロジェクター、PC等のUSBポートに接続し電源を供給しま
す。5V/2A USB ACアダプター（別売）を利用する場合は、USBケーブルを接続してからコンセントに差し込みます。
注意；VZ-Xのバッテリー残量が十分ある場合は、電源に接続する必要はありません。 

3
VZ-XのモードスイッチがUSB/HDMIになっていることを確認します。 

4
VZ-Xの電源スイッチを入れると、ライブイメージがHDMIディスプレイに表示されます。これで準備は完了です。
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コンピューターと接続（USB）
VZ-XはUSBでコンピューター（Mac/PC/Chromebook）と接続することができます。IPEVO Visualizerや他社製のソフトウェアに対応して
います。コンピューターがプロジェクター等に接続されている場合、大画面にライブイメージを投影することができます。コンピュー
ターでVZ-Xを扱う方法は、下記をご参照ください。 

1
同梱のUSB-CケーブルをVZ-XのUSB-Cポートへ接続し、もう片方のプラグをコンピューターのUSBポートに接続します。 

2
VZ-XのモードスイッチがUSB/HDMIになっていることを確認します。 

3
VZ-Xの電源スイッチを入れます。 

4 
IPEVO Visualizerまたは他社製の対応ソフトウェアを立ち上げると、ライブイメージがコンピューターに表示されます。これで準備は完了
です。
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Welcome to VZ-X Advanced Settings Page 

Here you can manage VZ-X's Wi-Fi network settings and 

other advanced settings 

Account 

Passwordｷ 

For firsl-1ime login, please enler lhe defaull accounl and 
pas窃Ord:

• Account admin 
• Pas邸Ord:admin 

詳細設定
VZ-Xの詳細設定ではWi-Fiネットワーク、パスワード保護、ファームウェアのアップデートや機能のクイックテストをすることができま
す。詳細設定にアクセスするには、VZ-Xとデバイスをワイヤレスで接続し、VZ-Xを利用するソフトウェアは立ち上げないようにしてくだ
さい。下記は詳細設定にアクセスする手順です。 

1
ブラウザを立ち上げ、アドレスバーに「10.10.10.1」と入力します。

2
アカウントとパスワードを入力します。最初にログインする時のデ
フォルトのアカウントとパスワードはどちらも「admin」です。

詳細設定では下記の設定ができます。
(i) SSID名の変更やステルス化 / パスワードの設定と変更 / セキュリティプロトコルの変更
(ii) IPアドレス、DHCP IPアドレス、サブネットマスクの設定および変更
(iii) ログインアカウント名とパスワードの変更
(iv) ファームウェアのアップデート
(v) クイック機能テスト
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VZ-Xのリセット
VZ-X を工場出荷状態に戻す必要がある場合は、下記の手順に従ってリセットしてください。

1 

2 

3 

電源が入っている場合はoffにしてください。

オフ

「露出＋」ボタンと「露出ー」ボタンを押し、押した
ままにします。

ボタンを押したまま、VZ-Xの電源を入れます。緑色、
琥珀色、白色のL EDが短く光った後、ボタンを離して
ください。これでVZ-Xがリセットされました。 

on 
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(CE) 

（喀）

信国）

Product Safety Certification 

CE Mark Warning 
Warning: This equipment is compliant with Class A of CISPR 32. In a residential environment this equipment may cause radio interference. 

Federal Communications Commission (FCC) Statement 
This device complies with Part 15 of the FCC Rules. Operation is subject to the following two conditions: 

(1) This device may not cause harmful interference, and 

(2) This device must accept any interference received, including interference that may cause undesired operation. 

This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class A digital device, pursuant to part 15 of the FCC Rules. These limits are 

designed to provide reasonable protection against harmful interference when the equipment is operated in a commercial environment. This equipment 

generates, uses, and can radiate radio frequency energy and, if not installed and used in accordance with the instruction manual, may cause harmful 

interference to radio communications. Operation of this equipment in a residential area is likely to cause harmful interference in which case the user will 

be required to correct the interference at his own expense. 

Any changes or modifications not expressly approved by the party responsible for compliance could void the authority to operate equipment. 
This device and its antenna must not be co-located or operating in conjunction with any other antenna or transmitter. 

FCC RF Radiation Exposure Statement 
This equipment complies with FCC radiation exposure limits set forth for an uncontrolled environment. This equipment should be installed and operated 
with minimum distance 20cm between the radiator & your body. 

VCCI-A
この装置は、クラスＡ機器です。この装置を住宅環境で使用すると電波妨害を引き起こすことがあります。この場合には使
用者が適切な対策を講ずるよう要求されることがあります。 

IC Certification of Radio Apparatus 
This device complies with Industry Canada’s licence-exempt RSSs. Operation is subject to the following two conditions: 

(1) This device may not cause interference; and 

(2) This device must accept any interference, including interference that may cause undesired operation of the device. 

Le présent appareil est conforme aux CNR d‘Industrie Canada applicables aux appareils radio exempts de licence. L’exploitation est autorisée aux deux 
conditions suivantes : 

(1) l‘appareil ne doit pas produire de brouillage, et 

(2) l’utilisateur de l‘appareil doit accepter tout brouillage radioélectrique subi, même si le brouillage est susceptible d'en compromettre le fonctionnement.  

This device and its antenna(s) must not be co-located or operating in conjunction with any other antenna or transmitter. 

Cet appareil et son antenne (s) ne doivent pas être situés ou fonctionner en conjonction avec une autre antenne ou émetteur. 

IC Radiation Exposure Statement 
This equipment complies with ISED radiation exposure limits set forth for an uncontrolled environment. This equipment should be installed and operated 
with minimum distance 20cm between the radiator & your body. 
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長くお使いただくために

以下の場所での製品のご使用ならびにご保管はできる限りお控えください。

・ 暑い場所や熱を発するものの近く

・ 蒸気または油煙の多い場所

・ 湿度の高い場所

・ 砂埃、もしくは塵の多い場所 

 




